
別紙２ 

 

 

誰もが安心して利用できるタクシー車両利活用計画 

 

所在地又は住所 

氏名又は名称 

代表者氏名 

１．誰もが安心して利用できるタクシー車両利活用計画 

（１）取り組み内容 

例：(社)全国子育てタクシー協会主催の子育てタクシードライバー養成講座課程を修了したドライ

バーが専門に乗務する「子育てタクシー」に加盟し、妊娠中の方や小さなお子さんと保護者の方に

優しいタクシーを目指し、乗車の際にはこの度導入する UD 車両を優先的に配車する。 

 

（２）実施主体 

例：〇〇タクシー、〇〇市 

 

 

 

（３）効果目標 

例：〇年までに、子育て世代の利用者の２割増加を目指す。 

 

 

（４）実施スケジュール 

例：〇年 「子育てタクシー」加盟 

  〇年 ドライバーの半数以上を、子育てタクシードライバー養成講座課程を修了したドライバ

ーとする 

 

（５）その他特記事項 

 

 

２．ユニバーサルドライバー研修受講計画（UD タクシー車両導入事業者は記載必須） 

例１：毎年２回以上、自社従業員（ドライバー及び教育担当者）向けに実施 

例２：県・県ハイヤータクシー協会が実施するユニバーサルドライバー実践研修を毎年受講（特に、

研修未受講の従業員には積極的に受講を促す） 

 


